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１．移動通信市場の動向 ～携帯電話加入者数の増加傾向～ 

・２０１１年における世界の携帯電話加入者数は、約６０億人 
・日本の携帯電話加入者数は、約１．２億人（２０１２年３月現在） 
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Ｇｌｏｂａｌ ｍｏｂｉｌｅ-ｃｅｌｌｕｌａｒ 
ｓｕｂｓｃｒｉｐｔｉｏｎｓ， ２００１-２０１１＊ 

Ｓｏｕｒｃｅ： ＩＴＵ Ｗｏｒｌｄ Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ ／ ＩＣＴ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒｓ ｄａｔａｂａｓｅ 
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日本国内携帯電話加入者数の推移 
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（Ｓｏｕｒｃｅ）  Ｃａｌｃｕｌａｔｅｄ ｂａｓｅｄ ｏｎ ｆｉｎａｎｃｉａｌ ｒｅｓｕｌｔｓ ｍａｔｅｒｉａｌｓ， etc. of each ｃｏｍｐａｎｙ. 
         Ｄａｔａ ｆｏｒ Ｖｏａｄａｆｏｎｅ ｗａｓ ｃａｌｃｕｌａｔｅｄ ｂａｓｅｄ ｏｎ ｔｈｅ ｒａｔｉｏ ｏｆ ｔｏｔａｌ ｄａｔａ ｓｅｒｖｉｃｅｓ ｒｅｖｅｎｕｅｓ ｔｏ ｔｏｔａｌ ｖｏｉｃｅ ｒｅｖｅｎｕｅｓ ｂｅｃａｕｓｅ ｄａｔａ ＡＲＰＵ ｈａｓ ｎｏｔ ｂｅｅｎ ｄｉｓｃｌｏｓｅｄ． 
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・ＡＲＰＵに占めるデータ通信料比率の比較。 
・日本のデータ通信比率は非常に高い。 

１．移動通信市場の動向 ～データ通信比率の推移～ 
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１．移動通信市場の動向 ～トラヒック状況～ 

・０７年の予測によると、１０年で２００倍（＝年率１．７倍）の増加。 
・実際のトラヒックは、予測を上回るペースで推移（年率２倍以上）。 

トラヒック予測（２００７～２０１７年） 
（携帯電話等周波数有効利用報告委員会） 
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月間平均トラヒック 

+13% 

+28% 

+17% 

１年で 

２．２３倍 
に増加 

+25% 

+17% 

+15% 

+30% 

http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/field/tsuushin06.html 

実際のトラヒック（総務省調査） 
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１．移動通信市場の動向 ～各国のブロードバンドプラン～ 

ブロードバンドプラン 
における割り当て幅 

（２０２０年までの計画） 
検討されている追加割り当て候補帯域 備考 

日本 １１００ＭＨｚ程度 ３６００～４２００ＭＨｚ、４４００～４９００ＭＨｚ ＊１ 

米国 ５００ＭＨｚ程度 ２２５～３７００ＭＨｚ、等 ＊２ 

英国 ５００ＭＨｚ程度 ２７００～３４００ＭＨｚ、４４００～５０００ＭＨｚ、等 ＊３ 

豪州 ３００ＭＨｚ程度 １．５ＧＨｚ帯、２７００～２９００ＭＨｚ、３６００～４２００ＭＨｚ、等 ＊４ 

韓国 ６００ＭＨｚ程度 ５ＧＨｚ以下で２００ＭＨｚ幅 ＊５ 

・ＩＴＵ－Ｒでの検討（Ｒｅｐｏｒｔ ＩＴＵ－Ｒ Ｍ．２０７８ ）によると、全世界において２０２０年までに
１．２８～１．７２ＧＨｚ幅の周波数が必要とされ、ＷＲＣ０７では候補帯域の一部
（３．４～３．６ＧＨｚ帯、等）をＩＭＴ用として特定。 

・２０１５年に開催予定のＷＲＣ１５では、追加周波数の検討が議題となってい
る。 

・世界各国においても、急増するトラヒック対策として様々なブロードバンドプラン
が策定されている。 

２０２０年に向けた世界のブロードバンドプラン 

＊１ 総務省 「ワイヤレスブロードバンド実現のための周波数検討ワーキンググループ」 とりまとめ, http://www.soumu.go.jp/main_content/000094917.pdf 
＊２ Connecting America :The National Broadband Plan, http://download.broadband.gov/plan/national-broadband-plan.pdf 
＊３ Britain‘s Superfast Broadband Future, December 2010,  http://www.culture.gov.uk/images/publications/10-1320-britains-superfast-broadband-future.pdf 
＊４ Towards 2020—Future spectrum requirements for mobile broadband, Australian Communications and Media Authority,   
    http://www.acma.gov.au/WEB/STANDARD/pc=PC_312514  
＊５ INFORMATION OF NATIONAL MOBILE BROADBAND PLAN by Republic of Korea, AWG-12/INP-74 
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１．移動通信市場の動向 ～システムの発展形態～ 

・多くの携帯電話事業者がＬＴＥへマイグレーションを推進中。 

・今後は、ＬＴＥの拡張・発展として、ＬＴＥーＡｄｖａｎｃｅｄへ移行する流れへ。 
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○ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄのコンセプト（ＩＴＵ－Ｒ 勧告 Ｍ．１６４５） 

  ・ＩＭＴ－２０００（高度化含む）の能力を拡張するシステム 

  ・最大伝送速度： 

  １００Ｍｂｉｔ／ｓ（高速移動時）、 

    １Ｇｂｉｔ／ｓ（低速移動時）を目標 
 

 

 

 

○ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄの要求条件（Ｒｅｐｏｒｔ ＩＴＵ－Ｒ Ｍ．２１３３） 

 

 

 

 

 

 

○ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄの無線詳細規格（ＩＴＵ－Ｒ 勧告 Ｍ．２０１２） 

ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ 

Ｗｉｒｅｌｅｓｓ ＭＡＮ－Ａｄｖａｎｃｅｄ 

２．国際標準化動向 ～ＩＴＵ－ＲにおけるＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ検討状況～ 

・ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄに関するＩＴＵ－Ｒでの検討状況。 

・２０１２年１月の無線通信総会において勧告Ｍ．２０１２承認。 
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Dashed line indicates
that the exact data
rates associated with
systems beyond IMT-2000
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サービス （Ｓｅｒｖｉｃｅｓ） ・様々な種類のサービスをサポート可能 

周波数 （Ｓｐｅｃｔｒｕｍ） ・携帯電話帯域（ＩＭＴ周波数）での運用が可能 

技術性能 
（Ｔｅｃｈｉｎｉｃａｌ ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ） 

・最小要求条件を規定（Ｒｅｐｏｒｔ ＩＴＵ－Ｒ Ｍ．２１３４） 
  周波数利用効率、遅延、モビリティ、ハンドオーバー、ＶｏＩＰ容量 
  帯域幅は、可変帯域幅をサポートして４０ＭＨｚ幅をサポート 

7 
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２．国際標準化状況 ～３ＧＰＰにおけるＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ検討状況～ 

・ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄに関する３ＧＰＰでの検討状況は以下の通り。 

  ２００８年 ３月～： 基本検討（Ｓｔｕｄｙ Ｉｔｅｍ）を開始 

  ２００９年１２月～： リリース１０の詳細仕様検討（Ｗｏｒｋ Ｉｔｅｍ）の開始 

               → ２０１１年 ６月： 仕様完成 

・ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄは、ＬＴＥシステムを更に高速、大容量にする技術の集まり
であり、要求条件を満たすための主要な技術は、リリース１０として完成済み。 

・その他の主要技術については、リリース１１（２０１２年１２月目途）以降で実現
するべく現在仕様検討中。 
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２００８年 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年 ２０１３年 

基本検討 

詳細仕様検討 リリース１０ 

詳細仕様検討 リリース１１ 
仕様完成予定 

★ 

仕様完成 
★ 
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２．国際標準化状況 ～ＩＭＴバンドプランについて～ 

・ＩＴＵ－ＲにおいてＩＭＴ帯域として特定されている周波数帯： 
 ４５０－４７０ＭＨｚ、６９８－９６０ＭＨｚ、１７１０－２０２５ＭＨｚ、２１００－２２００ＭＨｚ、２３００－２４００ＭＨｚ、

２５００－２６９０ＭＨｚ、３４００－３６００ＭＨｚ 

・３ＧＰＰのバンドプラン：ＩＴＵのＩＭＴ特定帯域、各国割り当てを勘案し策定。 
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＃ Ｕｐｌｉｎｋ （ＵＬ） Ｄｏｗｎｌｉｎｋ （ＤＬ） 

１ １９２０ ＭＨｚ  ～ １９８０ ＭＨｚ ２１１０ ＭＨｚ  ～ ２１７０ ＭＨｚ 

２ １８５０ ＭＨｚ ～ １９１０ ＭＨｚ １９３０ ＭＨｚ ～ １９９０ ＭＨｚ 

３ １７１０ ＭＨｚ ～ １７８５ ＭＨｚ １８０５ ＭＨｚ ～ １８８０ ＭＨｚ 

４ １７１０ ＭＨｚ ～ １７５５ ＭＨｚ ２１１０ ＭＨｚ ～ ２１５５ ＭＨｚ 

５ ８２４ ＭＨｚ ～ ８４９ ＭＨｚ ８６９ ＭＨｚ ～ ８９４ ＭＨｚ 

７ ２５００ ＭＨｚ ～ ２５７０ ＭＨｚ ２６２０ ＭＨｚ ～ ２６９０ ＭＨｚ 

８ ８８０ ＭＨｚ ～ ９１５ ＭＨｚ ９２５ ＭＨｚ ～ ９６０ ＭＨｚ 

９ １７４９．９ ＭＨｚ ～１７８４．９ ＭＨｚ １８４４．９ ＭＨｚ ～１８７９．９ ＭＨｚ 

１０ １７１０ ＭＨｚ ～ １７７０ ＭＨｚ ２１１０ ＭＨｚ ～ ２１７０ ＭＨｚ 

１１ １４２７．９ ＭＨｚ ～ １４４７．９ ＭＨｚ １４７５．９ ＭＨｚ ～ １４９５．９ ＭＨｚ 

１２ ６９９ ＭＨｚ ～ ７１６ ＭＨｚ ７２９ ＭＨｚ ～ ７４６ ＭＨｚ 

１３ ７７７ ＭＨｚ ～ ７８７ ＭＨｚ ７４６ ＭＨｚ ～ ７５６ ＭＨｚ 

１４ ７８８ ＭＨｚ ～ ７９８ ＭＨｚ ７５８ ＭＨｚ ～ ７６８ ＭＨｚ 

１７ ７０４ ＭＨｚ ～ ７１６ ＭＨｚ ７３４ ＭＨｚ ～ ７４６ ＭＨｚ 

１８ ８１５ ＭＨｚ ～ ８３０ ＭＨｚ ８６０ ＭＨｚ ～ ８７５ ＭＨｚ 

１９ ８３０ ＭＨｚ ～ ８４５ ＭＨｚ ８７５ ＭＨｚ ～ ８９０ ＭＨｚ 

２０ ８３２ ＭＨｚ ～ ８６２ ＭＨｚ ７９１ ＭＨｚ ～ ８２１ ＭＨｚ 

２１ １４４７．９ ＭＨｚ ～ １４６２．９ ＭＨｚ １４９５．９ ＭＨｚ ～ １５１０．９ ＭＨｚ 

２２ ３４１０ ＭＨｚ ～ ３４９０ ＭＨｚ ３５１０ ＭＨｚ ～ ３５９０ ＭＨｚ 

２３ ２０００ ＭＨｚ ～ ２０２０ ＭＨｚ ２１８０ ＭＨｚ ～ ２２００ ＭＨｚ 

２４ １６２６．５ ＭＨｚ ～ １６６０．５ ＭＨｚ １５２５ ＭＨｚ ～ １５５９ ＭＨｚ 

２５ １８５０ ＭＨｚ ～ １９１５ ＭＨｚ １９３０ ＭＨｚ ～ １９９５ ＭＨｚ 

２６ ８１４ ＭＨｚ ～ ８４９ ＭＨｚ ８５９ ＭＨｚ ～ ８９４ ＭＨｚ 

＃ Ｕｐｌｉｎｋ （ＵＬ）＆Ｄｏｗｎｌｉｎｋ （ＤＬ） 

３３ １９００ ＭＨｚ ～ １９２０ ＭＨｚ 

３４ ２０１０ ＭＨｚ ～ ２０２５ ＭＨｚ 

３５ １８５０ ＭＨｚ ～ １９１０ ＭＨｚ 

３６ １９３０ ＭＨｚ ～ １９９０ ＭＨｚ 

３７ １９１０ ＭＨｚ ～ １９３０ ＭＨｚ 

３８ ２５７０ ＭＨｚ ～ ２６２０ ＭＨｚ 

３９ １８８０ ＭＨｚ ～ １９２０ ＭＨｚ 

４０ ２３００ ＭＨｚ ～ ２４００ ＭＨｚ 

４１ ２４９６ ＭＨｚ ～ ２６９０ ＭＨｚ 

４２ ３４００ ＭＨｚ ～ ３６００ ＭＨｚ 

４３ ３６００ ＭＨｚ ～ ３８００ ＭＨｚ 

３ＧＰＰにおけるＬＴＥバンド（ＦＤＤ） （※） ３ＧＰＰにおけるＬＴＥバンド（ＴＤＤ）  （※） 

（※） ３ＧＰＰ ＴＳ ３６．１０１ 
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２．国際標準化状況 ～３ＧＰＰにおけるＣＡ検討状況～ 

・３ＧＰＰでは、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄの主要技術の１つであるＣＡ（キャリアアグリゲ
ーション（※））技術の検討が進んでいる。 

 （※）複数のＬＴＥキャリアを組み合わせて高速化を実現する技術 
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周波数の組み合わせ 提案事業者 

Ｂａｎｄ１ （２．１Ｇ） Ｂａｎｄ５ （８５０Ｍ） モデルケースとして検討 

Ｂａｎｄ３ （１．８Ｇ） Ｂａｎｄ７ （２．６Ｇ） Ｏｒａｎｇｅ、Ｔｅｌｅｃｏｍ Ｉｔａｌｉａ、Ｔｅｌｅｆｏｎｉｃａ、Ｔｅｌｉａ Ｓｏｎｅｒａ 

Ｂａｎｄ４ （１．７Ｇ／２．１Ｇ）  Ｂａｎｄ１７ （７００Ｍ） ＡＴ＆Ｔ 

Ｂａｎｄ４ （１．７Ｇ／２．１Ｇ）  Ｂａｎｄ１３ （７００Ｍ） Ｖｅｒｉｚｏｎ 

Ｂａｎｄ４ （１．７Ｇ／２．１Ｇ）  Ｂａｎｄ１２ （７００Ｍ） Ｃｏｘ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ、Ｃｅｌｌｕｌａｒ Ｓｏｕｔｈ、ＵＳ Ｃｅｌｌｕｌａｒ 

Ｂａｎｄ５ （８５０Ｍ） Ｂａｎｄ１２ （７００Ｍ） Ｃｏｘ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ、Ｃｅｌｌｕｌａｒ Ｓｏｕｔｈ、ＵＳ Ｃｅｌｌｕｌａｒ 

Ｂａｎｄ２０ （８００Ｍ） Ｂａｎｄ７ （２．６Ｇ） Ｏｒａｎｇｅ、Ｔｅｌｉａ Ｓｏｎｅｒａ、Ｔｅｌｅｆｏｎｉｃａ 

Ｂａｎｄ２ （１．９Ｇ）  Ｂａｎｄ１７ （７００Ｍ） ＡＴ＆Ｔ 

Ｂａｎｄ４ （１．７Ｇ／２．１Ｇ）  Ｂａｎｄ５ （８５０Ｍ） ＡＴ＆Ｔ 

Ｂａｎｄ５ （８５０Ｍ） Ｂａｎｄ１７ （７００Ｍ） ＡＴ＆Ｔ 

Ｂａｎｄ１ （２．１Ｇ） Ｂａｎｄ７ （２．６Ｇ） Ｃｈｉｎａ ｔｅｌｅｃｏｍ 

Ｂａｎｄ３ （１．８Ｇ） Ｂａｎｄ５ （８５０Ｍ） ＳＫＴ、ＬＧＵ＋  

Ｂａｎｄ４ （１．７Ｇ／２．１Ｇ）  Ｂａｎｄ７ （２．６Ｇ） Ｒｏｇｅｒｓ、Ｂｅｌｌ Ｃａｎａｄａ 

Ｂａｎｄ２０ （８００Ｍ） Ｂａｎｄ３ （１．８Ｇ） Ｖｏｄａｆｏｎｅ、Ｄｅｕｔｓｃｈｅ Ｔｅｌｅｋｏｍ、Ｏｒａｎｇｅ、Ｔｅｌｅｃｏｍ Ｉｔａｌｉａ、Ｔｅｌｉａ Ｓｏｎｅｒａ 

Ｂａｎｄ２０ （８００Ｍ） Ｂａｎｄ８ （９００Ｍ） Ｖｏｄａｆｏｎｅ、Ｄｅｕｔｓｃｈｅ Ｔｅｌｅｋｏｍ、Ｏｒａｎｇｅ 

Ｂａｎｄ１１ （１．５Ｇ） Ｂａｎｄ１８ （８５０Ｍ） ＫＤＤＩ 

Ｂａｎｄ１ （２．１Ｇ） Ｂａｎｄ１８ （８５０Ｍ） ＫＤＤＩ 

Ｂａｎｄ１ （２．１Ｇ） Ｂａｎｄ１９ （８５０Ｍ） ＮＴＴ ＤＯＣＯＭＯ 

Ｂａｎｄ１ （２．１Ｇ） Ｂａｎｄ２１ （１．５Ｇ） ＮＴＴ ＤＯＣＯＭＯ 

Ｂａｎｄ３ （１．８Ｇ） Ｂａｎｄ８ （９００Ｍ） ＫＴ 



© 2008 NTT DOCOMO, INC. All rights reserved. © 2008 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved. ＠ ２０１２  ＮＴＴ  ＤＯＣＯＭＯ，ＩＮＣ． Ａｌｌ  Ｒｉｇｈｔｓ  Ｒｅｓｅｒｖｅｄ． 

３．ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄの導入に向けて ～特徴～ 

・ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄの特徴 
 更なる大容量・高速伝送を実現 
 既存周波数、新周波数のいずれにも導入が可能 
 ＬＴＥとの互換性を有する 

ＨＳＰＡ ＬＴＥ ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ 

ピーク速度 １４Ｍｂｐｓ 
仕様上の最大値：３００Ｍｂｐｓ 

（ＨＳＰＡ比較で約２０倍） 

仕様上の最大値：３Ｇｂｐｓ 
（ＨＳＰＡ比較で約２１０倍） 

（ＬＴＥ比較で約１０倍） 

容量 １ ＨＳＰＡ比較で約３倍 
ＨＳＰＡ比較で約４倍（＊） 

ＬＴＥ比較で約１．４倍（＊） 

遅延時間 
（最大効果） 

１ ＨＳＰＡ比較で約１／４倍 
ＨＳＰＡ比較で約１／４倍 

ＬＴＥ比較で１倍 

（＊） ３ＧＰＰ標準化における性能評価より（評価条件に依存） 

ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄの性能について 
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（参考） ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄの性能について 

・ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ技術の性能指標の１つである“ピーク速度”は、下表のよう
に選択する周波数幅や、ＭＩＭＯ数によって変る。 
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２×２ ＭＩＭＯ ４×４ ＭＩＭＯ ８×８ ＭＩＭＯ 

周波数幅 

２０ ＭＨｚ １５０ Ｍｂｐｓ ３００ Ｍｂｐｓ ６００ Ｍｂｐｓ 

４０ ＭＨｚ ３００ Ｍｂｐｓ ６００ Ｍｂｐｓ １．２ Ｇｂｐｓ 

８０ ＭＨｚ ６００ Ｍｂｐｓ １．２ Ｇｂｐｓ ２．４ Ｇｂｐｓ 

１００ ＭＨｚ ７５０ Ｍｂｐｓ １．５ Ｇｂｐｓ ３ Ｇｂｐｓ 
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３．ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄの導入に向けて ～主要技術～ 

・ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄの主要技術の検討状況は以下の通りであり、要求条件を満
たすために必要な主要技術は完成。一部の技術はリリース１１以降となる予定。 

・各技術は独立して導入が可能。 
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機能 概要 
３ＧＰＰにおける標準化状況 

リリース１０ リリース１１以降 

キャリア 
アグリゲーション 

（ＣＡ） 

• 複数のＬＴＥキャリア（不連続 ｏｒ 連続の周波数
帯）を束ねた送受信（最大１００ＭＨｚ幅）を行い、
伝送速度を高速化 

• 基本仕様完成 • 異なるバンド間の上りＣＡの無線
仕様規定は、検討完了までに、相
当の時間がかかる見込み 

ＭＩＭＯの拡張 
• ＭＩＭＯ多重伝送数の拡張 
 （下り：最大８、上り：最大４） 
• マルチユーザＭＩＭＯの拡張・適用 

• 基本仕様完成 • 上り４アンテナＭＩＭＯの無線仕様
規定が未検討 

ヘテロジーニアス 
ネットワーク 
（ＨｅｔＮｅｔ） 

• 異なる基地局（例：送信電力等）を同一エリア内
で混在させて展開するネットワーク 

• ネットワーク内で基地局間連携を行い、セル端ス
ループット等を改善する技術も検討 

• 基本仕様完成 • 送信電力３８ｄＢｍの基地局規定
がリリース１１に追加される予定 

セル間協調送受信 
（ＣｏＭＰ） 

• 複数の基地局で協調して信号を送受信し、セル
端スループット等を改善 

 • 基本仕様の完成は最速でリリース
１１となる見込みだが、無線仕様
規定に関わる仕様変更は不要 

リレー伝送 
• 再生中継による無線でのバックホールリンクのサ
ポート可能とし、カバレッジ、エリア展開の柔軟性
を確保 

• 基本仕様完成 • 無線仕様規定の完成は最速でリ
リース１１となる見込み。 
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３．ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄの導入に向けて ～導入イメージ～ 

BTS 

BTS 

都市中心部 都市部 郊外 ルーラル 

ＬＴＥエリア 

ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄエリア 

ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ端末 

ＬＴＥ端末 

 エリア展開イメージ 

 端末の接続 ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄで高速通信 ＬＴＥで通信 

・ＬＴＥとの互換性（※）により、段階的にＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄを導入可能。 
（※）ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ端末は、ＬＴＥ基地局に接続可能。ＬＴＥ端末は、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ基地局に接続可能。 
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３． ３～４ＧＨｚ帯におけるＬＴＥ-Ａｄｖａｎｃｅｄ実験 

■ 屋内実験 

伝
送

速
度

 

時間 

１Ｇｂｐｓ 

５００Ｍｂｐｓ 

２ユーザ合計 

ユーザ＃１ 
ユーザ＃２ 

ユーザ＃１ 

ユーザ＃２ 

基地局アンテナ 

２ユーザ同時通信により、下り合計１Ｇｂｐｓ以上を達成 

・２０１１年１月より屋内および屋外での伝送実験を開始。 
・下り１Ｇｂｐｓ、上り２００Ｍｂｐｓ以上の伝送速度を屋内で達成。 
・現在、屋外フィールドにおいて検証中。 

■ 屋外実験 

基地局アンテナ 

電波測定車 

実フィールドでの特性検証 

広帯域化・マルチアンテナ送受信技術
を適用 
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・今後、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄが導入される帯域としては、既存帯域と、新規帯域の２つが
想定される。今後の詳細検討においては、それぞれの帯域における状況を勘案して、適
切に検討を進めることが重要である。 

 

（１）既存の携帯電話帯域 

・ＩＴＵ－ＲにおけるＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄの要求条件として、既存帯域にも導入可能であるこ
とと明記されているように、ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムは、周波数帯域によらず導入す
ることを前提に仕様化されているものである。 

・トラヒック急増により、周波数が足りない状況を鑑みれば、より高速、高効率の新技術を
既存帯域で有効に活用することが周波数の有効利用にとって有益である。 

・既存帯域については、既に隣接業務との共用検討を実施しているので、共用検討時の
前提条件を踏まえ、新技術導入による影響が無ければ、可及的速やかに新技術を導入す
ることが望ましい。 

 

（２）新規帯域（３．４～４．２、４．４～４．９ＧＨｚ帯域） 

・新規帯域については、隣接帯域に存在する既存業務との共用検討を慎重に進めること、
及び、国際的な標準化動向も踏まえながら、技術的条件の策定を進めていくことが必要
である。 

 

 

４．作業班での今後の検討について 
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